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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 22,832 4.4 2,756 4.8 2,827 3.2 1,820 △5.1
2025年３月期中間期 21,862 － 2,629 － 2,740 － 1,918 －

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 1,894百万円( △0.2％) 2025年３月期中間期 1,898百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 119.74 －
2025年３月期中間期 126.20 －

(注)１．2024年７月31日付で普通株式１株につき1.43749676211724株の割合で株式分割を行ったため、前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しております。

２．2025年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2025年３月期中間期の対前年同中間期

増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 26,538 19,466 73.4
2025年３月期 24,824 18,058 72.7

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 19,466百万円 2025年３月期 18,058百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 20.00 ― 32.00 52.00
2026年３月期 ― 26.00
2026年３月期(予想) ― 26.00 52.00

(注) １．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２．2024年９月30日を基準日として実施した中間配当については、当社の親会社であった株式会社メルコホールデ

ィングスが、2024年10月１日を効力発生日として同社が保有する当社株式の全株式を現物配当（金銭以外の財

産による配当）により同社株主に分配することの効力発生前であるため、中間配当の受取人は株式会社メルコ

ホールディングスとなります。

なお、株式会社メルコホールディングスは2025年４月１日付で株式会社バッファローに商号変更しておりま

す。

３．2025年３月期期末配当金の内訳 普通配当 22円00銭 上場記念配当 10円00銭



３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,794 5.5 3,684 9.2 3,700 7.3 2,570 0.6 169.02

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 15,205,697株 2025年３月期 15,205,697株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 180株 2025年３月期 130株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 15,205,546株 2025年３月期中間期 15,205,697株

(注) 2024年７月31日付で普通株式１株につき1.43749676211724株の割合で株式分割を行ったため、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、「期中平均株式数」を算定しています。

※第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明会内容の入手方法）

「2026年３月期第２四半期（中間期）決算説明会」は、2025年11月21日（金）にオンデマンド形式での動画（録

画）配信にて公開を予定しております。説明に使用する決算説明会資料については、2025年11月13日（木）に当社

ホームページにて掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、賃上げの浸透や雇用環境の改善により緩やかな回復基調で推移しまし

た。しかしながら、中国経済の減速や欧米景気の鈍化による海外情勢の不安定さに加え、物価高による実質購買力の

低下などから、依然として先行きは不透明な状況です。

食品業界では、原材料費・人件費・物流費の上昇が続く中で価格改定の動きが広がり、消費者の価格感応度が一層

高まりました。家庭内食需要は落ち着きを見せる一方、インバウンド需要の増加により外食需要は堅調に推移してお

ります。

このような状況下で、当社グループは2024年度からスタートした中期経営計画「Change95」に基づき、コア事業の

利益成長と収益構造の変革に向けた取り組みを進めました。

販売面につきましては、家庭用は、記録的な猛暑や残暑の長期化により「流水麺」ブランドや涼味麺などが売上に

貢献し、売上高は146億63百万円（前年同期比3.3％増）となりました。業務用は、高まる外食需要を追い風に経済性

志向に対応した「太鼓判」ブランドが伸長し、特に販売強化に注力している西日本・九州エリアなどが好調だったこ

とから、売上高は81億69百万円（同6.5％増）となりました。以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は228

億32百万円（同4.4％増）となりました。

利益面につきましては、価格改定により物流費や製造労務費のコストアップを吸収し、付加価値商品の拡売に努め

た結果、営業利益は27億56百万円（同4.8％増）、経常利益は28億27百万円（同3.2％増）となりました。一方、中期

経営計画「Change95」に基づき、家庭用チルドの収益改善の取り組みとして生産体制の最適化に向けた検討を進めて

いく中で、社会環境の変化に伴う将来的な需要動向や事業ポートフォリオ全体の効率化を踏まえ、当連結会計年度末

までにシマダヤ東北㈱の仙台工場閉鎖を行うこととし、減損損失を計上しました。その結果、親会社株主に帰属する

中間純利益は18億20百万円（同5.1％減）となりました。本対応により、生産効率の向上と収益構造の強化を図り、持

続的成長に資する体制を整備してまいります。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産は265億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億13百万円増加しました。流

動資産は131億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億68百万円増加しました。これは主に、売掛金の増加14

億14百万円、現金及び預金の減少５億13百万円によるものです。

固定資産は134億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億44百万円増加しました。これは主に、有形固定資

産の増加６億42百万円、投資その他の資産の増加２億10百万円によるものです。

負債合計は70億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億５百万円増加しました。流動負債は55億12百万円

となり、前連結会計年度末に比べ２億39百万円増加しました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加２億54百万

円、未払法人税等の増加２億36百万円、未払金の減少２億37百万円によるものです。

固定負債は15億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ66百万円増加しました。これは主に、退職給付に係る

負債の増加54百万円、リース債務の増加14百万円によるものです。

純資産合計は194億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億７百万円増加しました。これは主に、親会社株

主に帰属する中間純利益の獲得18億20百万円、配当金の支払４億86百万円によるものです。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は35億66百万円となりました。キャッ

シュ・フローの状況は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は17億99百万円となりました。これは主に、税金等調整前中間純利益25億98百万円、

減価償却費７億41百万円、減損損失２億11百万円、売上債権の増加による資金減少14億14百万円、仕入債務の増加

による資金増加２億54百万円、法人税等の支払６億14百万円によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は33億11百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出17億86

百万円、定期預金の預入による支出15億円、投資有価証券の取得による支出15百万円によるものです。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は５億１百万円となりました。これは主に、配当金の支払４億86百万円、リース債

務の返済による支出14百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間における業績は、概ね当初計画通り推移していることから、2025年５月12日に公表した連結業

績予想に変更はございません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,579,695 5,066,570

売掛金 4,934,166 6,348,970

商品及び製品 1,224,781 1,171,107

原材料及び貯蔵品 289,672 243,111

その他 220,292 289,026

貸倒引当金 △7,816 △9,595

流動資産合計 12,240,791 13,109,191

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,260,489 3,212,079

機械装置及び運搬具（純額） 3,687,624 3,713,409

土地 3,061,813 3,061,813

リース資産（純額） 99,838 119,150

建設仮勘定 434,112 1,087,642

その他（純額） 214,295 206,199

有形固定資産合計 10,758,174 11,400,293

無形固定資産 76,154 68,101

投資その他の資産

投資有価証券 1,094,115 1,234,136

繰延税金資産 458,744 541,059

その他 311,695 299,321

貸倒引当金 △114,772 △113,992

投資その他の資産合計 1,749,782 1,960,524

固定資産合計 12,584,111 13,428,919

資産合計 24,824,902 26,538,110
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,736,837 1,991,322

リース債務 23,925 30,540

未払金 623,045 385,568

未払費用 2,025,863 1,946,645

未払法人税等 707,496 943,819

役員賞与引当金 22,540 13,270

その他 133,307 200,930

流動負債合計 5,273,016 5,512,096

固定負債

リース債務 86,142 101,064

退職給付に係る負債 1,192,450 1,246,654

その他 214,437 211,837

固定負債合計 1,493,030 1,559,556

負債合計 6,766,047 7,071,652

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 871,158 871,158

利益剰余金 15,360,245 16,694,329

自己株式 △217 △306

株主資本合計 17,231,186 18,565,180

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 432,683 514,558

土地再評価差額金 240,175 240,175

退職給付に係る調整累計額 154,809 146,543

その他の包括利益累計額合計 827,668 901,277

純資産合計 18,058,855 19,466,458

負債純資産合計 24,824,902 26,538,110
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 21,862,566 22,832,452

売上原価 14,988,983 15,574,278

売上総利益 6,873,582 7,258,173

販売費及び一般管理費 4,244,494 4,501,818

営業利益 2,629,087 2,756,355

営業外収益

受取利息 43 2,408

受取配当金 16,304 14,311

受取ロイヤリティー 35,000 35,000

補助金及び助成金 38,688 600

その他 22,026 25,560

営業外収益合計 112,063 77,880

営業外費用

支払利息 21 21

棚卸資産廃棄損 － 4,206

その他 909 2,303

営業外費用合計 930 6,531

経常利益 2,740,219 2,827,704

特別利益

投資有価証券売却益 3 －

保険解約返戻金 25,285 －

特別利益合計 25,289 －

特別損失

固定資産除却損 5,829 17,354

減損損失 － 211,670

特別損失合計 5,829 229,025

税金等調整前中間純利益 2,759,679 2,598,679

法人税、住民税及び事業税 822,659 895,682

法人税等調整額 18,030 △117,664

法人税等合計 840,689 778,017

中間純利益 1,918,989 1,820,661

親会社株主に帰属する中間純利益 1,918,989 1,820,661
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（中間連結包括利益計算書）

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 1,918,989 1,820,661

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,151 81,874

退職給付に係る調整額 △132 △8,265

その他の包括利益合計 △20,283 73,609

中間包括利益 1,898,705 1,894,270

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,898,705 1,894,270
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 2,759,679 2,598,679

減価償却費 693,341 741,363

減損損失 － 211,670

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,113 △9,270

貸倒引当金の増減額（△は減少） 360 999

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 32,082 54,203

受取利息及び受取配当金 △16,348 △16,719

支払利息 21 21

固定資産除却損 5,829 17,354

投資有価証券売却損益（△は益） △3 －

保険解約返戻金 △25,285 －

補助金及び助成金 △38,688 △600

売上債権の増減額（△は増加） △430,827 △1,414,804

棚卸資産の増減額（△は増加） 21,831 100,234

その他の資産の増減額（△は増加） △74,033 △83,711

仕入債務の増減額（△は減少） 84,528 254,484

その他債務の増減額（△は減少） △984,034 △29,650

その他 △6,206 △30,460

小計 2,006,133 2,393,794

利息及び配当金の受取額 16,348 16,719

利息の支払額 △20 △20

補助金等の受取額 38,688 600

法人税等の支払額 △954,109 △614,033

法人税等の還付額 0 2,275

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,107,040 1,799,336

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △1,500,000

有形固定資産の取得による支出 △630,399 △1,786,675

無形固定資産の取得による支出 △13,910 △9,578

投資有価証券の取得による支出 △17,991 △15,800

投資有価証券の売却による収入 31 －

貸付金の回収による収入 723 780

保険積立金の解約による収入 95,480 －

その他 △2,383 △173

投資活動によるキャッシュ・フロー △568,449 △3,311,448

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △1,902 △14,345

配当金の支払額 － △486,578

自己株式の取得による支出 － △89

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,902 △501,012

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 536,688 △2,013,124

現金及び現金同等物の期首残高 3,997,356 5,579,695

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,534,045 3,566,570
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結損益計算書関係）

減損損失

減損損失の内容は、次のとおりであります。

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

該当事項はありません。

当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
減損損失金額
（千円）

宮城県仙台市 事業用資産 建物、機械装置他 211,670

当社グループは、工場別に資産のグルーピングを行っており、工場損益の悪化、工場の主要な資産の市場価

格の著しい下落等により減損の兆候の有無を把握し、兆候が識別された資産に関して、減損損失の認識の判定

を行っております。

上記の資産グループについては、工場閉鎖の意思決定がなされたため、土地を除く有形固定資産については

将来キャッシュ・フローが見込めないことから帳簿価額を零まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損

失に計上しております。

なお、土地については回収可能価額が帳簿価額を上回るため、減損損失は計上しておりません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、食品事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。


